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デジタルビジネスを支えるNECのIoT事業

さまざまな社会課題を解決し、持続する社会を実現するため、NECはICTを活用した社会ソリューション事業
に注力しており、これまで多くのお客様とIoT関連のプロジェクトを積み重ねてきました。本稿では、デジタル
ビジネスの実現に向けてNECが目指す方向性と提供価値の進化について紹介し、更に、IoTプロジェクトの経
験から紡ぎだしたデジタルビジネスの要諦と、AI・IoTを活用してお客様とともに新しい価値を創出するための

「NEC the WISE IoT Platform」と共創プログラムについて概説します。

1. はじめに

世界的な人口の都市部への集中やボーダレス化に伴い、
ヒトやモノの移動も拡大していきます。その結果、エネル
ギーや水、食糧などの資源消費が拡大し、資源の枯渇が
危惧されています。また、地球温暖化による異常気象や自
然災害、国や地域で異なる人口問題、テロなど、世界が抱
える社会的・政治的課題も、数多くあります。

こうしたなか、地球と共生しながら持続可能な社会を築
くためには、社会の仕組みや生活を柔軟に変化させて、地
球資源を効率的に使う必要があります。このような社会
課題の解決にICTが貢献できる範囲は大きく広がってお
り、NECは社会価値創造企業として、これらの課題解決
に取り組んでいます。

社会課題の解決には、デジタルの力が非常に重要となり
ます。総務省の調査によると、2015年時点でインターネッ
トにつながるIoTデバイスの数は154億個であり、2020
年までにその約2倍の304億個まで増大すると予測され
ています1）。将来IoTが社会に浸透することで、さまざま
なヒトやモノがネットワークにつながり、そこから集められ
るデータが分析されることによって、実世界（フィジカルな
世界）やサイバー世界で起こる「コト」の理解が深まってい

きます。NECは、このようなICTで実現される「コト」の
理解を社会課題の解決に生かしていこうと考えています。

NECはこれまで、多くのお客様とIoT関連のプロジェク
トを積み重ねてきました。NECが保有するITとネットワー
ク双方のノウハウ、及びNEC独自の最先端AI技術を活用
することで、さまざまな業種のお客様に対して成果を提供
しています。そして、多くのプロジェクトの積み重ねの経
験からデジタルビジネスの要諦をまとめ、IoTシステムを
実現する機能群「NEC the WISE IoT Platform」とし
て確立しました。

本特集では、デジタルビジネスを支える基盤技術とIoT
で、NECが目指す社会ソリューションについて紹介します。

2. 新たな価値創造やビジネス変革の実現へ

2.1 デジタルビジネスの実現に向けて
NECは今の時代を、企業や社会がデジタル・エコノミー

に向かうビジネスモデル変革の黎明期であると考えます。
インターネットが登場してサイバー世界が誕生した時代を経
て、実世界の人、モノや情報がサイバー世界と融合しコネク
ティッドエコノミーが形成されるIoTの時代に入りました。

今後、IoTは更に人や知性との融合を強める本格的な発
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展段階を迎え、社会変革やサービス変革を通じて、デジタ
ル・エコノミーが本格的に実現されていくことが期待され
ます。NECは、お客様企業や社会の投資に見合うよう、
デジタル・エコノミーの時代に適応するためのビジネスモ
デルと技術を提供します（図1）。

2.2 ビジネス領域と公共サービスが連携していく未来
IoTデータの種類は、バイタルセンサー（人）、ひずみや

振動センサー（構造物・設備）、映像や画像情報（カメラ）
などへと広がっていきます。更に、コンピュータとネットワー
クの処理能力が高まり、AIによる効率的なデータサイエン
スの活用シーンも加速度的に広がっていきます。実世界を
自律的に制御するテクノロジーを社会やビジネス全体に実
装する時代が、近づいています。

実際に、AI・IoTを活用するNECのプロジェクトでは、
製造分野で生産効率20％向上、流通分野で日配品の廃棄
量40％削減といったビジネス成果が出始めています。更
に、製造、物流、流通などのさまざまなバリューチェーンを
効率よく連携することによって、製品・サービスの高度化や
提供価値の進化を促す“バリューチェーン・イノベーション”
の実現に、お客様とともに挑戦しています。

一方、都市インフラなどの公共分野では車両盗難率を
80％抑制、電力使用量を20％削減するなど、社会価値を
あげる成果を出すことができました。今後は、都市より更
に広域な“スマートネイション”実現に向けた取り組みを
進めていきます。将来的には、“バリューチェーン・イノベー
ション”と“スマートネイション”を融合させるなど、更な

る大きな社会価値を創造します（図2）。

2.3 お客様のビジネスパートナーとして
NECは、各分野で業界をリードするパートナー企業と

の共創を通じて、AI・IoTを活用するさまざまなソリュー
ションを提供してきました。製造・流通・物流・セーフティ・
交通・都市インフラ・ヘルスケアの領域へと広がり、今後
も継続して拡充していきます。パートナリングを通じて「ビ
ジネスパートナーの強み」を引き出し、AI・IoTを活用した
新しい価値を創出することでお客様のビジネスをトータル
に支援します（図3）。

3. IoT時代のデジタルビジネスの要諦

3.1 IoTによって変化するビジネス
IoTでは、広い範囲にある大量のモノがネットワークに

つながった結果、おびただしい数のモノからリアルタイム

図1　デジタル・エコノミーに向かうビジネスモデルの変革

図2　ビジネス変革を促す提供価値の進化
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にデータを取得し分析することができるようになります。
それによって、ビジネスは次の3つの形へと変化します。

1つ目は、既存事業の効率化です。業務改善の基本で
ある見える化を行うことでさまざまな状況が見え、把握で
きるようになることで、これまで明確でなかった事業の課
題が見え、お客様のより効率的・効果的な事業運営が可
能になります。例えば、店舗や工場の設備の状態が見え
るようになると、エアコンやラインの稼働率だけではなく、
電力消費コストの最適化や、更にはより高い安全性向上へ
とつなげられる可能性があります。

2つ目は、既存事業、特に製品販売事業のサービス化で
す。モノの使用状況、消耗率などが把握可能となり、メン
テナンスサービスや故障を予兆するなど、トラブルを未然
に防ぐサービスが提供可能になります。

3つ目は、新規事業の機会創出です。当初の目的のた
めに収集したデータであっても、データ同士を関連付ける
ことにより異なる用途でのデータ活用が発見できる可能
性があります。既存事業のみならず、新規事業創出へとつ
ながるビジネスチャンスが生まれるのです。

3.2 NECが考える今後のデジタルビジネスの5ステップ
NECはこれまでに、IoT関係のプロジェクトを数多く積

み重ね、知見を蓄積してきました。その経験から、デジタ
ルビジネスの5ステップと、各ステップの要諦を下記のよ
うに定義しました。
ステップ1：仮設立案

ビジネスに用いるシステムを構築するためには、これ
までは作りたいシステムの要件を明確に定義して開発
するウォーターフォール型の開発方法が用いられてい

ました。しかし昨今では、ビジネス環境の変化も早く、
システムの開発から検証、サービスイン、改善という
サイクルを素早く回していくことが求められます。そ
のために、最初の仮設立案のステップでは、ビジネス
のアウトカムを明確なモデルとしてシステム要件に組
み込めることが必要です。

ステップ2：仮説検証
ステップ1で立てた仮説を検証するためには、モノや
コトをデータとしてとらえ、見える化し、更には知識・
知恵のレベルにまで転換できる技術を使いこなすこ
とが必要です。

ステップ3：スモールスタート
仮説の検証ができると、素早く実証システムを立ち上
げて、すぐにビジネスへ適応する必要があります。更
に、そのまま本番システムへの稼働へ持ち込むことも
求められます。

ステップ4：事業成長
スモールスタートとして最小限で立ち上げたビジネス
が成長する、またはビジネス環境が変わることで事業
方針や戦略を変更し、それに伴いビジネスを行うシス
テムも追随する必要があります。そのため、システム
は柔軟に拡張・変更できるものである必要があります。

ステップ5：堅牢化
ここまでのステップに従ってスタートしたビジネスに
とって何よりも重要なのは、安定して継続し続けられ
ることです。堅牢化という言葉の示す意味には、シス
テムのセキュリティが万全であるという意味と、動作
が安定している・ミッションクリティカル性が担保さ
れているという意味の両方があります。

図3　AI・IoTを活用したさまざまなソリューション
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4. IoTシステムを実現する機能群
｢NEC the WISE IoT Platform｣

AI・IoTの時代においては、ビジネスのアイデアを素早
く形にし、小さくても即座に始められることが成功への近
道です。NECはお客様のビジネスパートナーとして、ビジ
ネスとITの能力を高めてデジタルビジネスを円滑に進め
るため、IoTシステムを実現する機能群「NEC the WISE 
IoT Platform」と、 共創やコンサルティングサービスな
どの人的サービスをセットにしたビジネスインフラストラク
チャ「NEC Flexible Business Infrastructure」を
体系化しました（図4）。

4.1 ｢NEC Flexible Business Infrastructure｣
デジタルビジネスの5つの要諦の実現には、ビジネスや

テクニカルの知識・経験に卓越した人材と、デジタルビ
ジネスに最適化されたITインフラが不可欠です。｢NEC 
Flexible Business Infrastructure｣は、製造や物流、
流通、パブリック系などのソリューション創出を支える、課
題発見から価値創出へとつなげていくための基本となる
フレームワークです。

具体的には、仮説立案から堅牢化までをお客様とNEC
が共に進めていくために、各フェーズに合わせたメニュー
を体系化して用意しました。初期にはビジネスコンサル、
ユーザーエクスペリエンス活用の活動があり、そこにシステ
ムアーキテクトが入り込んで仮説検証のためのフィールド
システムを構築して本番環境へとつなげていく、全体の活
動を共創として進めていきます。

｢NEC Flexible Business Infrastructure｣ は、ビジ

図4　NEC Flexible Business Infrastructure 図5　IoTアーキテクチャ5層モデル

ネスとテクニカルの両方を満たすコンサルティングサービス
や共創プログラムと、IoTシステムを実現する機能群「NEC 
the WISE IoT Platform」によって構成されています。

4.2 ｢NEC the WISE IoT Platform｣
｢NEC the WISE IoT Platform｣ は、NECが2015

年に発表したIoTアーキテクチャ5層モデルに基づいて、
NECの最先端AI技術群「NEC the WISE」2）を使いや
すく実装できるアーキテクチャを採用しています。「NEC 
the WISE IoT Platform」の主な特長は、以下の通り
です（図5）。

（1）	高効率なデータ収集基盤と最先端AI技術の活用
IoTデータ収集基盤は、多種多様なセンサーやデバ
イスからのデータを効率よく収集します。収集したさ
まざまな形式のデータは、NECの最先端AI技術群

「NEC the WISE」のAIエンジンなどにより分析し、
目的に応じて可視化を実現します。データ収集にもAI
を使用すると、更に収集効率を上げることができます。

（2）	実証から本番まで、素早いシステム構築・移行が可
	 能なビルディングブロック構造

スモールスタート・スケールアウトが容易なアーキテク
チャを採用し、お客様の事業成長に合わせてシステム
や機能の追加や変更を柔軟に実現できます。IoTシス
テムに必要な機能群（ソフトウェア、AIエンジン、サー
ビス、APIなど）を、それぞれビルディングブロックと
して提供します。これらのブロックは目的に応じて自
由に選択し、IoTアーキテクチャの各層に配置するこ
とができます。パートナークラウドなど、複数のプラッ
トフォームにまたがるサービスとの連携も可能です。

（3）	セキュアで堅牢性の高いシステム構築
NECが培ったミッションクリティカルなシステム構築
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経験をIoTに適用することで、堅牢性の高いシステム
を実現します。L1層からL5層までのシステム全体を
安全に連携させるために必要な、脆弱性管理やマル
ウェア対策などのサイバーセキュリティを適用します。
IoTシステムにつながる機器を開発するパートナー企
業にも、セキュアな環境を提供します。

4.3 共創プログラム
NECは、お客様の困りごとを共創のプロセスに沿った

形で、「共創プログラム」として整備しています。NECの
共創は、社会課題の探索から導入活用まで一気通貫で取
り組める点が特長です。各部門間で密接に結び付いた共
創を行うことにより、創造性の高い価値が生み出され、最
終的に強いビジネスを確立できます。

課題探索では、NECの独自のデザイン手法「ソーシャ
ルバリューデザイン」で新しい価値を見出し、仮説検証で
は、スピーディな実証環境（スタートアップラボ環境）を利
用してビジネスの立ち上げを支援します。システムアーキ
テクト、データサイエンティスト、セキュリティコンサルタ
ントなど専門人材が、事業の立ち上げやシステム構築をサ
ポートします（図6）。

4.4 共創型ワークショップスペース
「共創型ワークショップスペース」は、社会価値を生み出

していくために、お客様などのステークホルダとともに考
え、いっしょに解決策を見出していくための場です。ここ
で生み出されたコンセプトについて、IoTやAIで実現する
手段を考えていきます。
「共創型ワークショップスペース」は、本社・関西支社に

設置しています。カジュアルで開放的な空間演出が随所に
散りばめられ、非日常を楽しみながらセッションができる

図6　NECの提供する共創プログラム

場となっており、NECの屋根裏部屋のような空間デザイン
となっています。また、場の運営に当たっては、社会価値
を生み出すためのNEC独自のプロセスを活用しています。

5. おわりに

NECは、2015年7月に発表したIoTアーキテクチャ
5層モデルに基づく製品群の整備を進め、このたび、
IoTシステムを実現する機能群「NEC the WISE IoT 
Platform」として確立しました。
「NEC the WISE IoT Platform」は、お客様の実証

環境立ち上げから本番環境への迅速な移行を実現するた
め、（1）効率的なデータ収集基盤とAIなど先進の分析エ
ンジンの活用、（2）ビルディングブロック構造による素早
いシステム構築、（3）セキュアで堅牢性の高いシステム構
築が可能です。

更に今回、「NEC the WISE IoT Platform」を用い
て、企業や社会インフラなど幅広い業種・業態に活用いた
だけるIoTソリューション群の拡充も図りました。

NECは社会ソリューション事業に注力しており、SDN、
ビッグデータ、クラウド、サイバーセキュリティの強みを生
かしながらIoT事業を強化し、高度な社会インフラを提供
していきます。
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活用したいが何から始めるのが
よいか迷っている

AIやIoTを導入した
際に期待した効果が
出るか不安がある

共創型ワークショップスペース

デジタルビジネス創出
プログラム

ユーザー体験（UX）デザイン

ビジネスコンサルティング

テクニカルコンサルティング

実証支援
プログラム
実証支援

実証環境構築

導入･活用
プログラム
企画・計画
策定支援

開発・運用

調査（トレンド・ニーズ調査）
体験（ヒアリング、観察）
創造（ワークショップ）
仲間づくり（産官学連携）

課題探索プログラム

ICTを活用した価値づくり

導入・活用仮説検証仮説立案課題発見
社会課題への
気づき

価値創造への
仲間づくり
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